
Press Release 
平成 30 年(2018 年)８月 27 日 

総合政策部危機管理局 危機管理・防災課 

 

■趣旨・目的 

甲賀地域において、７年に１回の割合で県の総合防災訓練が実施されますが、今年度

は、湖南市の野洲川親水公園が主会場と決定しました。消防、警察、自衛隊を含む防災

関係機関が一堂に会して各種訓練が実施されます。 

湖南市では、平成30年度滋賀県総合防災訓練に参加して、災害対策本部設置・運営要

領および指定避難所開設・運営要領について演練し、災害時における関係機関との密接

な連携を図るとともに、迅速かつ的確に対応できる体制の確立を図ることを目的として

います。 

 

■日 時  

平成 30 年９月２日（日） 午前７時～午前 11 時 30 分 

（総合閉会式 午前 11時 45 分～正午） 

 

■場 所  

野洲川親水公園多目的運動広場および湖南市総合体育館 

 

■内 容  

別紙「平成 30年度滋賀県総合防災訓練参加計画」のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ 

担当課名：危機管理・防災課 

担当者名：課長 伊藤 雅則 

（直通）  0748‐71‐2311  

（FAX）  0748‐72‐2000 

 〒520-3288 

滋賀県湖南市中央一丁目１番地 

湖南市役所 秘書広報課 

TEL 0748-71-2314 

FAX 0748-72-1467 

 

 

野洲川親水公園を主会場として実施される 

平成 30年度滋賀県総合防災訓練に参加します 
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平成 30年度滋賀県総合防災訓練参加計画 

 

１ 目 的 

平成30年度滋賀県総合防災訓練に参加して、災害対策本部設置・運営要領及び指定避難所開設・  

運営要領について演練し、災害時における関係機関との密接な連携を図るとともに、迅速かつ的確に

対応できる体制の確立を図る。 

 

２ 日 時 

平成30年９月２日（日）午前７時から午後０時まで 

 

３ 場 所 

主会場（野洲川親水公園 多目的運動広場）、湖南市総合体育館 

 

４ 参加者 

（１）滋賀県現地災害対策本部設置および現地合同本部連絡会議運営訓練 

   副市長、湖南市消防団長、随行員（秘書広報課職員） 

（２）湖南市災害対策本部設置・運営訓練 

   本部長（市長）、副本部長（教育長）、各本部員および事務局（危機管理局職員）等 

（３）湖南市指定避難所開設・運営訓練 

  ア 訓練実施側 

    健康福祉部長の計画による。 

イ 訓練支援側 

    危機管理局長の計画による。 

（４）別紙第１「訓練参加編成表」 

 

５ 訓練想定（地震を想定） 

平成30年９月２日（日）午前７時、木津川断層帯を震源とする大規模地震が発生。湖南市では、    

震度６強を観測し、建物の倒壊、火災発生、液状化の発生、ガス・水道・電気・電話等ライフライン

施設、鉄道、道路、堤防の破損等があり、多数の死傷者が発生した。 

湖南市は、地震や被害の規模を判断し、野洲川親水公園に現地災害対策本部を立ち上げるとともに 

地区連絡所を開設し、各地域の被害状況、住民の避難状況等についての情報収集を開始した。また、

特に被害が大きいと予想される地域の指定避難所を開設し、地域住民等と連携して、被災者支援のた

めの避難所運営に取り掛かった。 

この間、滋賀県災害対策本部と連携して、被害状況を連絡するとともに、必要な支援を要請した。 

 

 

 

 

 

 

６ 実施内容 

（１）訓練全般スケジュール 

   別紙第２「滋賀県総合防災訓練参加全般スケジュール」 

※参考【被害想定によると、この地震による最大被害状況は、家屋の全壊が167棟、半壊が1,232棟、   

死者数が７名、負傷者数が149名であり、発災直後の停電が23,977件、同じく上水道の断水人

口が18,406人と想定され、火災や土砂崩れ、道路、橋梁の破損等の甚大な被害が発生している。

また、発災１週間後の避難所生活者は、1,912人を想定している。】 
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（２）滋賀県現地災害対策本部設置および現地合同本部連絡会議運営訓練【副市長、消防団長、随行員】 

  ア 県は地震発生後、甲賀合同庁舎に現地災害対策本部（本部長は副知事）を設置し、WEB会議

システムを利用して、県災害対策本部への状況報告により、災害対処方針の決定を行う。 

  イ 副市長は地震発生後、速やかに甲賀合同庁舎に赴き、滋賀県現地合同本部連絡会議に参加して、

現地本部長（副知事）に湖南市の状況について報告する。 

（３）湖南市災害対策本部設置・運営訓練【災害対策本部員、危機管理局員、各防災関係機関連絡員】 

  ア 東庁舎被災につき、野洲川親水公園 多目的運動広場に現地災害対策本部を設置する。 

  イ 発災後、本部長以下、参集できた本部員で第１回災害対策本部会議を開催（想定上実施済）し、

職員の参集状況、参集途上で収集した被害状況および各所管施設の被害状況を把握するとともに、 

当面の対応方針について決定する。   

ウ 地震発生６時間後の 13 時（想定上）【実時間は発災１時間後の８時】、第２回災害対策本部  

会議を開催し、市内の細部被害状況を収集するとともに県災害対策本部に連絡して、必要な支援

要請を実施する。 

  エ 県との連絡は、WEB会議システムを利用して、市長と知事との間で交信する。 

  オ 災害対策本部会議の内容については、県災害対策本部会議と連携したシナリオを作成する。 

（４）湖南市避難所開設訓練【健康福祉部指名職員、危機管理局員及び訓練研修員】 

  ア 災害対策本部の決定に基づき、湖南市総合体育館（想定上は、三雲小学校体育館）に避難所を

開設し、一時避難場所から避難してきた住民の受入業務を開始する。 

  イ 避難所では、要配慮者対策として避難所に区画を設け、障がい者、高齢者、外国人等に対して

必要な支援を実施するとともに、救護所の開設準備を行う。 

  ウ 災害ボランティアセンターとの連携により、避難所における支援物資（食料）の受入を行う。 

エ 訓練終了後、別途関係者間で検証会（AAR）を実施し、避難所開設・運営訓練の検証を行う。 

 

７ 安全管理 

  訓練については、関係規則を遵守するとともに、特に下記事項について留意し、安全に十分配慮し

て事故のないように努める。 

（１）道交法の遵守  

（２）暑さ対策、特に熱中症予防対策の徹底 

（３）訓練参加機関相互の緊密な連携 

（４）不測事態発生時の迅速な連絡および適切な対応 

（５）県総合防災訓練実行委員会との連携保持 

 

８ 管理事項 

（１）服 装 

   作業服上下、ビブス、ヘルメット着用 

（２）勤務管理 

   振替処置（４時間 15分） 

 

９ 訓練中止の決定等 

（１）中止とする事例 

  ア 訓練当日の午前５時現在において、滋賀県内に「大雨」、「洪水」または「暴風」警報が発表   

されている場合    

  イ 台風の接近などにより、明らかに警報が出る見込みがある場合 

  ウ 当日、県内で震度４以上の地震が発生している場合 
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  エ 近畿２府８県（福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取

県および徳島県）、中部９県１市（富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、

三重県、滋賀県および名古屋市）において大規模災害が発生している場合 

  オ その他、大規模な危機事案が発生している場合 

（２）中止の決定方法 

  ア 県防災会議の庶務を預かる防災危機管理局長は、実行委員会委員長（湖南市副市長）と協議の   

   上、県防災会議会長（知事）に報告を行い、県防災会議会長が決定する。 

  イ 上記の協議は、実施の可否にかかわらず行われる。 

（午前５時頃、県防災危機管理局長から副市長に電話連絡あり） 

（３）中止の決定をした場合の関係機関への伝達 

  ア 午前５時 30分頃から実行委員会事務局関係機関への伝達が行われる。 

  イ 湖南市へは、滋賀県防災危機管理局から一斉FAXにより伝達が行われる。 

  ウ 湖南市は、訓練に参加する関係機関等へ連絡する。 

（４）放送による訓練実施可否の告知 

  ア 主会場（野洲川親水公園 多目的運動広場）の訓練実施可否については、テレビ（BBCびわ湖

放送）による告知放送が行われる。 

  イ ９月２日（日）午前６時頃および午前６時 30分頃に約 30秒間、「文字テロップ」により放送

されることで、訓練実施可否を確認する。 

 

10 その他 

（１）総合閉会式 

  ア 日 時 

    平成 30年９月 2日（日）11：45～12：00 

  イ 場 所 

    野洲川親水公園 多目的運動広場 

  ウ 参加者 

 本部長以下、災害対策本部員及び危機管理局員 

  エ 内 容 

  （ア）訓練終了報告 

実行委員会委員長（谷口副市長）が県災害対策本部長（三日月知事）に報告 

  （イ）講 評 

三日月知事 

  （ウ）来賓あいさつ 

     ・滋賀県議会（川島議長） 

     ・地元地域代表（谷畑市長） 

  （エ）来賓紹介 

（２）訓練研修（見学）に関する依頼 

ア 後日実施する指定避難所開設・運営訓練における検証会のため、各地域まちづくり協議会役員、

市内小・中学校校長および教頭、その他関係者（区長等）に参加を依頼し、訓練内容についての

意見を聴取する。 

  イ 地域住民および本訓練不参加職員に対し、主会場（野洲川親水公園 多目的運動広場）で実施

される各種訓練の見学を依頼する。 



　

 　   

 

事務局

 危機管理局次長

湖南市

別紙第１

副本部長

災害対策本部

　６３　名
（健康福祉部）

湖南市災害対策本部設置・運営 湖南市指定避難所開設・運営

班員 課長計画

訓練実施班 訓練支援班

訓　練　参　加　編　成　表

健康福祉部次長 班長 危機管理・防災課長班長本部長  市　 長

随行員

 湖南中央消防署長

 消防団副団長

 総合政策部長

 市長公室長

 総務部長

 健康福祉部長

 建設経済部長

 会計管理者

 議会事務局長

県現地災害対策本部設置・運営

消防協会  教育長

市代表

現地合同本部連絡会議

 副市長

４

 危機管理局員

 危機管理局員

避難
住民

（想定）

 危機管理局管理監

本部員

連絡員

 甲賀土木事務所

 甲賀警察署

 陸自第３戦車大隊

 上下水道事業所長

６１　名
（健康福祉部）

避難所
運営員

 秘書広報課員

 教育部長

 湖南市消防団長
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【県現地災害対策本部設置および現地合同本部連絡会議運営訓練（副市長、消防団長、随行員）
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9:00

●

9:30

発災

指定避難所開設・運営訓練（総合体育館）

8:00 10:30

状
況
等

8:00

地震発生(震度6強)

湖南市災害対策本部体制

滋
賀
県
主
要
訓
練

　・こころのケアチーム派遣訓練

　・緊急用医薬品等搬送訓練

　・救急医療救護訓練

　・多重事故対応訓練、倒壊家屋災害対応訓練、土砂災害救出訓練、住宅密集地・林野火災防御訓練

湖
南
市
各
種
訓
練
項
目

総合
閉会式

【市災害対策本部設置・運営訓練】（各本部員）

11:30

11:45 12:00

(7:00)

11:45 12:00

　・輸送調整所設置・運営訓練（県災害用備蓄物資払出・同輸送訓練）

　・県災害ボランティアセンター非常体制移行・機動運営訓練、湖南市災害ボランティアセンター設置・運営訓練

10:00

・本部員参集、職員参集状況掌握
・管理施設点検確認
・第１回災害対策本部会議

第２回湖南市
災害対策本部会議

【野洲川親水公園】

【指定避難所開設・運営訓練】（健康福祉部、危機管理局、地域まちづくり協議会役員、小・中学校校長および教頭、その他関係者）
7:00

9:008:30

8:30

7:00

11:30

滋賀県総合防災訓練研修（主会場） 

一時避難場所への避難訓練（想定）

11:00

・県の現地合同本部連絡会議に出席
・湖南市の被害状況等について報告

・実行委員長として各種訓練視察（主会場）

　・滋賀県災害対策本部運営訓練

　・現地合同本部連絡会議運営訓練

8:00 9:00

・滋賀県総合防災訓練研修（主　会　場）
・指定避難所運営訓練研修（総合体育館）

　・検視、検案および遺族対応訓練

別紙第２

平成30年度滋賀県総合防災訓練参加全般スケジュール

8:308:007:307:00 10:30 12:00

　・情報連絡員派遣訓練

　・消防指揮本部設置・運営訓練

　・災害医療本部運営訓練、ＤＭＡＴ運営訓練

7:00

11:30

総合
閉会式

11:30 11:45 12:00

総合
閉会式

（想定上13：00～13：30）（想定上実施済）


